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『暁斎画談』

「古今の名手の筆意を後学の初心者たちに示し、そ

の上で独自の技術を開発させ、ついには古人を追い

抜く技量を体得させるJ<・1)ことを目的として明治20

(1887)年に刊行された本書は、江戸末期から明治

にかけて活躍した絵師・持舗訴審(1831-89)の自

伝と彼が習得した古画の筆法をまとめたものであ

る。本書は内篇2冊と外篇2冊からなり、内購は古人

の筆法の集成、外篇は幼少期からの暁青の画業を

物語る種々のエピソードや弟子との信111i写生旅行

の模様を主な内容とする。暁斎本人が挿し絵を描

き、文id笠置箱ヵ担当した。

圧倒的な画力を譜謹の精神で彩った河鍋暁斎は

近年、日本美術史において再評価が進みつつある絵

師の一人である。?歳て浮世絵師の歌JII国芳に弟子

入りするが、武士だった父親の教育方針から程なく

ここを去り、10歳で狩野派の前村洞和の門下に入

る。19歳で修業を終えた後.同派絵師の養子となる

が、22蔵で離緑されたのを機に、土佐派から浮世絵

まで画派を問わず筆法研究に勤しんだ。20代後半

から「狂斎」の号を用いて戯画、あるいは狂画と呼ば

れる滑稽な絵を描くようになり、戯画・狂酉は彼の代

名詞となる。以後、狩野派絵画と浮世絵、両領域で縦

横無尽に筆を振るった狂斎だったが、不惑の年、上

野・木君、池で開催された書画会での席画が貴顕を愚

弄するものとして、3月の閏裁に繋がれた。釈放後は

号を「狂斎jから同音の「暁斎」に改めたものの、旺

盛な活動は蛮わることなく、肉筆画、浮世絵、版本挿

し絵のほか、戯作者の&省設と組んで日本初の

滑稽絵入り新聞『絵新聞日本地』を刊行するなど、健

筆を振るう。「御用」と呼ばれる将軍家や大名家から

発注された仕事で生計を立てていた荷野派絵師の

刻時国大学助教(菊府博物館実習担当) 岡島 奈音

多くが、徳川幕府から明治政府への政権支代に伴っ

て仕事が激減、困窮した際も‘幅広い顧客層を抱え

た暁斎はこの窮状を乗り越えることができた。51歳

の時、第2田内国勧業博覧会に出品した「桔深鑓暴
ず

図Jで最高賞の妙技二等賞を受賞。晩年を迎えた暁

斎宅をアーネスト・フェノロサと岡倉天心力訪れ、開校

目前の東京美術学校の教授職を訂診したという伝

承も残されている。

もっとも、上記の半生を本書外篇の伝記部分から

うかがい知ることは難しい。本文を執筆した瓜生政
ばいてい曹んが

和は、梅亭金粛の筆名を持つ戯作者で、滑稽絵入り
まるまるちAぷん

新聞『圏圃珍聞』の主筆を務めた人物でもあるため、

史実に沿って暁斎の半生を追うよりも、面白おかし

い工ぜノードを連ねて戯作的な面白さに涜れる傾向

が随所に見られる。酒飲みで無鉄砲、信心深さもち

らりと覗く江戸の人・暁斎の人となりは如実に伝わ

るが、生涯を知るには、飯島虚心著『河鍋暁斎省伝j

(ぺりかん社、1984年〉を参照するのがよいだろう。

内篇では、暁青による絵の学習方法が披涯され

る。今でも人物画を学ぶ際に用いる、裸形を描いた

上に衣服の離を重ねる学習方法(図りを暁斎も経

験していたことがわかる。ちなみに、この方法は宝麿

13(1763)年に狩野派絵師家前線b守書いた画

事の秘伝書にも記載があり、歴史ある学習法である

ことがわかる。ポーズ集などでは到底目にすること

のないようなアクロパティックな動態表現(図2)は

暁斎らしいもので、一見に値する。このほかには、暁

斎による日中の古画の模写(固めが並ぶ。室町時代

の画僧である明兆・雪舟から元信や探幽に代表さ

れる狩野派、中国の古画に、やまと絵の土佐派や住

吉派、琳派に円山派、岩佐又兵衛や浮世絵師の菱JII
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師宣、喜多川敬麿に葛飾北斎などが醸せられてお

り、特に部分図からは、暁斎が個々の絵師の特徴を

どのようにとらえていたのかを読み取ることカ守でき

る。これらの手法は狩野派の画道修業そのものなの

である。

若き日に狩野派に学んだ明治の日本画家橋本義
需によれば、狩野派の画道修業は「臨写に始まり臨

写に終るJ(岨とされている。臨写とは.手本を可能な

隈り忠実に写すことである。今日のごとき精鰻な複

写技術のなかった当時、狩野派の門弟は師匠から借

り受けた絵手本を模写することで師匠の筆づかいや

賠彩を学ぶと岡崎に、自分用の絵手本を手に入れる

こと力十できた。一人前の絵師となった後も.古画を目

にする機会に恵まれれば、模写して手元に残すこと

で絵師としてのひきだしを増やしたし、逆に絵手本を

紛失した絵師が廃業に追い込まれたケースもあっ

た。絵手本の収集に熱心怠絵師宅では、「絵手本方J

という役職を設けて保管・貸借の管理を徹底してお

り、こうした模写が猪野派絵師としての命脈を保つ

のに欠くことのできない存在であったことカ守っかる。

ところが、18世紀前半、秘伝とされていた狩野源

の絵手本が、同派に連なる大阪の絵師・橘守園や大

岡鉱らによって次々と開板されたのである。公開

された絵手本は広く巷聞に流布し、古画を目にする

機会など持つべくもなかった町絵師らによって積極

的に図像が利用された。以降江戸崎代を通じて、画

派を闇わず絵手本や図譜の類は多数刊行されてい

る。本書もそうした時涜に乗って出版されたのであ

ろう。

興味深いことに.本書では随所に英文力安じって

いる。醗斎は弟子の中に外国人を複数抱えていた。

量も知られているのは、平成22(2010)年に復元さ

れた三菱一号館を設計したイ#1)ス人建築家のジョ

サイア・コンドルで、彼は「暁英Jの号を贈られてい

る。いささがぎこちない印象を受ける本書の英文を

コンドルら英国人カT書いたとは思えないが、本書中

の英支表記は彼ら外国人との斐流がら着想を得て

生まれたものに相違ない。明治の日本画家の作画意

識や技法が述べられた同崎代資料という観点から

も本書は得がたいものである。

図1 r臨斎園議』内よ1ノ8
「河鍋醗斎筆 者服図法J

図2 r磁斎圃談』内上1ノ8
「河鍋暁斎筆 者胆図法J
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